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1章 正の数・負の数

1節 正の数・負の数

p.3-4  Step 2

（1）-15 （2）+8

正の数には+を，負の数には-をつけて

表します。

A-4 B-1.5または
2
3

-

C 0.5または
2
1

 D2

正の数は，0に対応する点である原点から右

側，負の数は原点から左側の位置になります。

-0.5の位置は 0の点よりさらに 0.5左側で，
2
7

=3.5

は，3の点よりさらに 0.5右側の位置になります。

（1）2分前-2分 3分後+3分
（2）4km東+4km 6km西-6km

たがいに反対の性質をもつと考えられる量

は，正の数，負の数を使って表すことができます。

（1）「後」の反対語は「前」。（2）「東」の反対語は「西」。

㋐-6 ㋑ 0 ㋒+7

平均との違いの絶対値に，平均より高けれ

ば+，平均より低ければ-をつけて表します。平均

との違いが 0の場合は 0と表します。

（1）-8点少ない （2）-20cm短い
負の数を用いて，反対の性質を表すことが

できます。

例「○m高い」=「-○m低い」

「△m2大きい」=「-△m2小さい」。

1

解き方

2

7
2

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

-3 -0.5 4

解き方

3

解き方

4

解き方

5

解き方

（1）4減る （2）3大きい
反対の意味を表すことばを用いて表します。

（1）絶対値 7 符号を変えた数+7

（2）絶対値 0.8 符号を変えた数-0.8

絶対値は，数直線上で，0からその数までの

距離を表します。その数から正，負の符号をとった

数になります。

（1）-5<4 （2）-8<-2.8

（3） .
3
5

2 52- -

（3）小数と分数をくらべるときには小数（また

は分数）にそろえてから大きさをくらべます。

-9，
3
10

- ，-3.3，0.03，
2
3 ，3

負の数<0<正の数

正の数…0より大きく，絶対値が大きいほど大きい。

負の数…0より小さく，絶対値が大きいほど小さい。

（1）-3 （2）0

（3）0.1， 0，
3
2

-  （4）-2.5，-3，
2
5

数直線上に表して考えます。

（1）数直線上で，もっとも左にある数です。

（2）0の絶対値は 0です。

（3）「1より小さい」では，1はふくまれません。

（4）分数を小数になおして考えます。

6

解き方

7

解き方

8

解き方

9

解き方

10

解き方

5
2

2
3

-4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

0

-3
-2.5 -1 0.1

-
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2節 正の数・負の数の計算

3節 正の数・負の数の利用

p.6-9  Step 2

（1）+12 （2）-7 （3）-13

（4）+23 （5）-19 （6）-59

（7）+6 （8）+3 （9）-4

（10）-5 （11）0 （12）-12

同符号の 2数の和は，

符号…2数と同じ符号

絶対値…2数の絶対値の和

異符号の 2数の和は，

符号…絶対値の大きい方の符号

絶対値…2数の絶対値の差

（1）(+4)+(+8)=+(4+8)=+12

（3）(-3)+(-10)=-(3+10)=-13

（7）(-3)+(+9)=+(9-3)=+6

（10）(-14)+(+9)=-(14-9)=-5

（11）(+7)+(-7)=+(7-7)=0

（12）(+11)+(-23)=-(23-11)=-12

（1）和の符号+ 絶対値 33

（2）和の符号- 絶対値 31

（3）和の符号+ 絶対値 24

（4）和の符号- 絶対値 29

（5）和の符号- 絶対値 14

（6）和の符号- 絶対値 16

（1）（2）同符号の和なので，符号は 2数と同じ

です。絶対値は 2数の絶対値の和です。

（3）～（5）異符号の和なので，符号は絶対値の大きい方

の符号，絶対値は 2数の絶対値の差です。

（6）0と正の数，0と負の数の和は，その数のままです。

（1）-0.7 （2）+1.2 （3）-2.8

（4）
7
2

-  （5）
4
3

-  （6）
15
1

+

小数や分数の場合も考え方は整数の場合と

同様です。

（1）(-0.2)+(-0.5)=-(0.2+0.5)=-0.7

（2）(+2.5)+(-1.3)=+(2.5-1.3)=+1.2

（3）(+3.6)+(-6.4)=-(6.4-3.6)=-2.8

1

解き方

2

解き方

3

解き方

（5）（6）は分母が異なる（異分母）分数なので，通分して

から計算します。絶対値の大小に注意しましょう。

（5）
4
1

2
1

4
1

4
2

- + - = - + -c c c cm m m m

4
1

4
2=- +c m

4
3=-

（6）
3
1

5
2

15
5

15
6

- + + = - + +c c c cm m m m

15
6

15
5=+ -c m

15
1=+

（1）-1 （2）-11 （3）-5

（4）-56 （5）-2.4 （6）
5
4

-

（7）+11 （8）-6 （9）+5

（10）0 （11）+7.7 （12）
8
1

+

正の数をひくには，ひく数の符号を負に変

えた数をたします。

負の数をひくには，ひく数の符号を正に変えた数を

たします。

（1）(+8)-(+9)=(+8)+(-9)=-(9-8)=-1

（4）(-24)-(+32) =(-24)+(-32) 

=-(24+32)=-56

（7）(+8)-(-3)=(+8)+(+3)=+(8+3)=+11

（11）(+3.2)-(-4.5) =(+3.2)+(+4.5) 

=+(3.2+4.5)=+7.7

（12）
4
1

8
3

8
2

8
3

- - - = - + +c c c cm m m m

8
3

8
2=+ -c m

8
1=+

（1）正の項+6，+8

負の項-15，-7

（2）正の項+8，+17

負の項-13，-4，-2

（1）(+6)+(-15)-(-8)-(+7)

=(+6)+(-15)+(+8)+(-7)

となおして考えます。正の項を答えるときには，符

号+を省いてもよいです。

4

解き方

5

解き方
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（2）(-13)-(-8)+(-4)-(+2)-(-17)

=(-13)+(+8)+(-4)+(-2)+(+17)

となおして考えます。

（1）-5 （2）6

（3）5 （4）-23

（2）～（4）正の項の和，負の項の和をそれぞれ

求め，計算します。

（3）（4）かっこを省いた式で表します。

（1）-0.2 （2）-3.2

（3）
12
5

-  （4）0

（2）（4）かっこを省いた式で表します。小数や

分数の場合も，整数の場合と同様に，正の項の和，

負の項の和をそれぞれ求め，計算します。

（1）-20 （2）-28 （3）180

（4）-24 （5）36 （6）0

（7）-9 （8）-8 （9）
5
4

（10）17 （11）-3 （12）6

同符号の 2数の積は正，異符号の 2数の積

は負になります。

（6）0と正の数，0と負の数の積は 0です。

同符号の 2数の商は正，異符号の 2数の商は負にな

ります。

（1）-3.2 （2）0.24 （3）-7

（4）0 （5）
7
3

-  （6）
3
4

小数や分数の場合も，整数の場合と同様で

す。

（4）0を正の数，負の数でわったときの商は 0ですが，

どんな数も 0でわることはできません。

（1）
3
4

 （2）-8 （3）
3
1

-

分数の場合は，分母と分子を入れかえます。

整数の場合は，a a
1

= と表し，逆数は
a
1 になります。

逆数の符号は変化しないので，注意しましょう。

6

解き方

7

解き方

8

解き方

9

解き方

10

解き方

（1）
3
8

6
1

9
4

# - =-d n

（2）
3
2

9 6#- =-] g

（3）
5
4

3
10

3
8

#- - =d dn n

除法は，わる数の逆数をかける乗法になお

します。

（1）24 （2）-4

（3）
4
5

 （4）
2
3

-

3つ以上の数の乗除は-の個数を数え，答え

の符号を決めてから計算します。

-の個数が偶数個のときは正，奇数個のときは負に

なります。

（1）9 （2）-16 （3）72

（4）
25
4

-  （5）14 （6）-2

（7）-46 （8）9 （9）-3

（10）-11 （11）1

かっこの有無，指数の位置による違いに注

意して計算します。

例-42=-(4*4)=-16

(-4)2=(-4)*(-4)=16

また，四則をふくむ式の計算では，計算の順序に注

意しましょう。

1指数のある部分➡2かっこの中➡3乗法・除法

➡4加法・減法

の順に計算します。

（10）分配法則 (a+b)*c=a*c+b*cを使います。

4
1

3
2

4
1

3
2

12 12 12# # #+ +- = - -c ] ] ]m g g g

 =-3+(-8) 

=-11

（11）-6-(3-5)2/4+(-2)3*(-1)=1

11

解き方

12

解き方

13

解き方

1(3-5)2

=(-2)2

=4

1(-2)3

=-8

3(-8)*(-1)=83 4/4=1

4-6-1=-7

4-7+8=1
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㋐ 0 ㋑ 6 ㋒-6

㋓-7 ㋔ 5 ㋕-8

㋖-1

まず，4つの数がそろっているところの和を

求めます。

(-4)+1+(-2)+3=-2なので，縦，横，斜めのそ

れぞれの和が-2 となるように，空欄に入れるべき

数を順に求めていきます。

（1）加法，乗法
（2）加法，減法，乗法

例えば，2と 3で計算してみましょう。

（1）22*32 （2）24*3 （3）23*3*5

小さい素数で順にわっていく。

（1）　2 36
2 18

3 9

3

g
g
g

　　　（2）　2 48
2 24

2 12

2 6

3

g
g
g
g

　　　（3）　2 120
2 60

2 30

3 15

5

g
g
g
g

80.4点
B の得点との差から残りの 4人のそれぞれ

の得点を求め，その総和を 5 でわって求めることも

できますが，基準点がわかっている場合は，

（平均点）=（基準点）+（基準点との差の平均）で求め

た方が計算が簡単になります。

81+{(-4)+0+7+(-8)+2}/5

=81+(-3)/5

=81+(-0.6)

=81-0.6

=80.4（点）

14

解き方

-57 -4 0

16 -6

-2-7 5

-3

2

3 -14-8

15

解き方

16

解き方

17

解き方

p.10-11  Step 3

（1）-12 °C　（2）-1200円　（3）南へ 18m移動
（4）5個多い　（5）自然数

（1）2>-6　（2）
8
1

- >
4
1

- 　（3）-0.9<-0.09

（1）-9　（2）16　（3）-0.5　（4）
18
23

- （5）-11

（6）-39

（1）-40　（2）-9　（3）8　（4）4　（5）-72

（6）
5
3

- 　（7）2　（8）
2
11

-

㋐-5　㋑-2　㋒ 4　㋓-6　㋔ 10　㋕-5

（1）5個　（2）-3，-2，-1，0，1，2，3

22*33*5

㋐ 78　㋑ 83　㋒-20　㋓+18

平均点 78点

解き方

（1）0より小さい（低い）数には「-」をつけて表しま

す。

（2）～（4）「-」には「反対の意味を表す」働きがありま

す。これを利用して考えます。

例「-○個少ない」=「○個多い」

負の数は絶対値が大きいほど小さくなります。負

の数の小数や分数の大小比較に注意して考えま

しょう。

加法と減法の混じった式は，かっこを省いた式で

表し，正の項の和，負の項の和をそれぞれ求め，

計算します。

（1）(-4)+(-5) =-4-5 

=-9

（2）(-11)-(-27) =-11+27 

=16

（3）5.7+(-6.2) =5.7-6.2 

=-0.5

（4）
1 2 1 4 2
6 9

4
3 6 9 3

- + - - =- - -c m

3 8 12
18 18 18

=- - -

23
18

=-

（5）-8+6-4-5 =6-17 

=-11

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3
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（6）15+(-35)-48-(-29)

=15-35-48+29

=44-83

=-39

乗法と除法の混じった式は，乗法だけの式になお

し，計算結果の符号を決めてから計算します。

また，四則をふくむ式の計算は，指数のある部分

→かっこの中→乗法・除法→加法・減法の順に計

算します。

（3）(-4)*6/(-3) =(-4)*6*
3
1

-c m 

=
3
4 6#  

=8

（4）14/
2
1

-c m/(-7) =14*(-2)*
1
7

-c m 

=
14 2
7
#  

=4

（5）(-23)*(-3)2 =(-8)*9 

=-72

（6）
5
2

15
4

25
4

4
152

' #- = -c c cm m m

5
3

=-

（7）(-3)*{-4-(-7)}+11

=(-3)*(-4+7)+11

=(-3)*3+11

=-9+11=2

（8）-7+3/(-2+4)=-7+3/2

7
2
3

=- +

2
14

2
3

=- +

2
11

=-

まず，4つの数がそろっているところの和を求め

ます。

7+6+(-8)+(-6)=13+(-14)=-1

次に，3つの数が示されているところ（㋐や㋑や㋓
や㋕）を求めます。例えば，
㋐=-1-{7+6+(-9)}=-1-4=-5と求める

ことができます。この手順をくり返し，残りの㋒
や㋔を求めます。

4

5

（1）3 より小さい絶対値は 2，1，0 なので，-2，

-1，0，1，2の 5個あります。

（2）
3
11

3
3
2= なので，絶対値が 3，2，1，0 の数

を考えます。

小さい素数で順にわっていき，結果は

素数だけの積で表します。

Bの得点と目標点との違いから目標点を求めます。

（目標点）=71-(-9)=71+9=80（点）です。

これより，それぞれの得点と目標点との違いを求

めます。

Aの得点=80+(-2)=80-2=78

Cの目標点との違い=60-80=-20

Dの得点=80+3=83

Eの目標点との違い=98-80=+18

（平均点）=（目標点）+（目標点との違いの平均）

で求められるので，

平均点は，

80+{(-2)+(-9)+(-20)+3+18}/5

=80+(-10)/5

=80+(-2)

=78（点）

別解 (78+71+60+83+98)/5=78（点）

と求めてもよいです。

6

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5

11
3

11
3

-5 -4 -3

-

-2 -1 0 1 2 3 4 5

7 2 540

2 270

3 135

3 45

3 15

5

g
g
g
g
g

8
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2章 文字の式

1節 文字を使った式

p.13-14  Step 2

（1）1000-a*3（円） （2）a*h（cm2）
どちらも単位のつけ忘れに注意しましょう。

（1）（おつり）=（出した金額）-（代金）

（2）（平行四辺形の面積）=（底辺）*（高さ）

（1）-xy （2）a4 （3）6(b+c)

（4）
a
5

 （5）
x y
4
-

 （6）5+2x

（7） b
c

3
7

- -  （8） a b h
2
+] g

（1）文字式の表し方

・かけ算の記号*を省いて書きます。

➡（1），（3），（6）～（8）

例 x*y=xy

・文字と数の積では，数を文字の前に書きます。

➡（1），（3），（6），（7）

例 x*8=8x

・同じ文字の積は，指数を使って書きます。

➡（2）

例 x*x*x=x3

・わり算は，記号/を使わないで，分数の形で書き

ます。

➡（4），（5），（7），（8）

例 x x
7

7
' =

・文字と 1や-1の積のときは，1を省いて書きます。

➡（1）

例 x*1=x，x*(-1)=-x

（1）7*x*x*y （2）(m+n)/5

（3）3*(a+b)-c/6

（2）分数の形で表されている式を，/を使っ

た式になおしたときには，かっこが必要になるとき

があります。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

（1）5x-y（円）

（2）x
5
（km/h）

（3）100a+10b+c

（4） x
100
9 （円）または 0.09x（円）

（5） y
10
3 （円）または 0.3y（円）

（2）（速さ）=（道
のり）

（時間） で表します。

（3）例えば，234 は，100*2+10*3+1*4 と表せま

す。このことから，百の位が a，十の位が b，一の位

が cである 3けたの整数は，100を a個，10を b個，

1を c個あわせた数と考えられます。

100*a+10*b+1*c=100a+10b+c

（4）9%=
100
9 なので， x x

100
9

100
9

# = （円）

9%=0.09なので，x*0.09=0.09x（円）と表すことも

できます。

（5）7割=
10
7 なので， 1

10
7

10
3

y y# - =c m （円）

7割=0.7 なので，y*(1-0.7)=0.3y（円）と表すこ

ともできます。

（1）4x-4（個）
（2）（例）4すみの碁石を除いて考えると，1辺に
は x-2（個）の碁石が並んでいることになる。
辺は 4つあるので (x-2)*4（個）の碁石がある。
これに 4すみの碁石 4個を加えれば，
4(x-2)+4（個）となる。

（1）1辺に x個の碁石があるので，4辺では，

x*4=4x（個）

しかし，このままでは 4すみの碁石を 2回数えたこ

とになるので，重複した分の 4個をひけばよいです。

よって，4x-4（個）という式になります。

（2）図に表すと，下のようになります。

4

解き方

5

解き方

本文 p.13-14

校　了

20/12/18　　　　� 中ズバリ数学　啓林館 1年　解答



7

（1）12 （2）2

（3）3 （4）-16

（1）-x+8 =(-1)*x+8 

=(-1)*(-4)+8 

=12

（2） x1
4
1

1
4
1

4#- = - -] g

=1+1

=2

（3）
x

x
12

12 '- = -] g

=(-12)/(-4)

=3

（4）-x2 =-(-4)2 

=-{(-4)*(-4)} 

=-16

（1）
9
1

 （2）18

（1）
3
1

x2
2

-=c m

3
1

3
1

#- -=c cm m

9
1=

（2）
x

x6 6 '- = -] g

 6
3
1

'- -=] cg m  

=(-6)*(-3) 

=18

（1）13 （2）
3
13

-  （3）
2
1

（1）3a-2b =3*3-2*(-2) 

=9+4 

=13

（2）
9
7

9
7

a b 3 2#- + =- + -] g

3
7
2=- -

3
13

=-

（3）
2

3 2a b
2

+ -+
=

] g

2
1

=

6

解き方

7

解き方

8

解き方

2節 文字式の計算

p.16-17  Step 2

（1）項 a，-6b aの係数 1

bの係数-6

（2）項 x
5
，-y，3 xの係数

5
1

yの係数-1

（1）a=1*a，-6b=(-6)*bなので，

aの係数は 1，bの係数は-6です。

（2）x x
5 5

1
#= ，-y=(-1)*yなので，xの係数は

5
1 ，

yの係数は-1です。

（1）x （2）-9x-2 （3）-y-2

（4）a+10 （5）-8a+8 （6）10x

文字の部分が同じ項どうし，数の項どうし

をまとめます。

（1）7x-9x+3x =(7-9+3)x 

=x

（2）-6x+8-3x-10 =-6x-3x+8-10 

=(-6-3)x+8-10 

=-9x-2

（3）-9y+4+8y-6 =-9y+8y+4-6 

=(-9+8)y+4-6 

=-y-2

（4）6a+4+(-5a+6) =6a+4-5a+6 

=6a-5a+4+6 

=(6-5)a+4+6 

=a+10

（5）-3a-(-8+5a) =-3a+8-5a 

=-3a-5a+8 

=(-3-5)a+8 

=-8a+8

（6）5x-2-(-5x-2) =5x-2+5x+2 

=5x+5x-2+2 

=(5+5)x-2+2 

=10x

1

解き方

2

解き方

本文 p.14，16
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（1）たす 8x+2 ひく 2x+6

（2）たす 3x， ひく-11x+12

かっこの前が-のときは，符号が変わるこ

とに注意します。

（1）(5x+4)+(3x-2) =5x+4+3x-2 

=5x+3x+4-2 

=(5+3)x+4-2 

=8x+2

(5x+4)-(3x-2) =5x+4 - 3x + 2 

=5x-3x+4+2 

=(5-3)x+4+2 

=2x+6

（2）(-4x+6)+(-6+7x) =-4x+6-6+7x 

=-4x+7x+6-6 

=(-4+7)x+6-6 

=3x

(-4x+6)-(-6+7x) =-4x+6 + 6 - 7x 

=-4x-7x+6+6 

=(-4-7)x+6+6 

=-11x+12

（1）-24x （2）-25x

（3）8y （4）-10y

（1）3x*(-8)=3*(-8)*x=-24x

（2） x x
9
5

45
9
5

45# # #- = -] ]g g

5

x
9
5

45
1

# #= -] g

=-25x

（3） y
y

24 3
3
24

1

8

'- - =] g

=8y

（4） y y8
5
4

8
4
5

' #- = -c cm m

y8
4
52

# #= -
1

c m

=-10y

3

解き方

4

解き方

（1）12x-18 （2）-10+45x

（3）4x+15 （4）-2x+5

（5）-10a+25 （6）21x+9

（1）3(4x-6) =3*4x+3*(-6) 

=12x-18

（2）-5(2-9x) =-5*2-5*(-9x) 

=-10+45x

（3） x x10
5
2

2
3

10
5
2

10
2
32

1

5

1

# #+ = +c m

=4x+15

（4）(4x-10)/(-2) 
x
2
4

2
10

=- +

=-2x+5

（5） a a6 15
5
3

6 15
3
5

' #- - = - -] c ] cg m g m

=-10a+25

（6） 
x
2

7 3
6

1

3

#
+  =(7x+3)*3

=21x+9

（1）4x-12 （2）18y-11

（3）31 （4）-2x+18

（1）x-6+3(x-2) =x-6+3x-6 

=x+3x-6-6 

=4x-12

（2）5(2y+1)-8(2-y) =10y+5-16+8y 

=10y+8y+5-16 

=18y-11

（3）4(3x+4)-3(4x-5) =12x+16-12x+15 

=12x-12x+16+15 

=31

（4） x x6
3
1

2 4
2
3

+ - -c cm m  =2x+12-4x+6 

=2x-4x+12+6 

=-2x+18

5

解き方

6

解き方

本文 p.16-17
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（1）10a+100b=c （2）5x+4=8x-y

（3）x+7>10 （4）a-3Z10

等号=を使って，2つの数量が等しいこと

を表した式を等式といいます。

また，不等号を使って，2つの数量の大小関係を表し

た式を不等式といいます。等号，不等号の左側の式

を左辺，右側の式を右辺，その両方をあわせて両辺

といいます。不等式の関係をしっかり理解しましょ

う。

「より小さい，未満」➡　<

「より大きい」　　　➡　>

「以下」　　　　　　➡　X

「以上」　　　　　　➡　Z

（2）実際にあるカードの枚数を考えます。

5枚ずつ配ると，4枚余る。

➡実際にあるカードの枚数は，

（配った枚数）+（余った枚数）

なので，5x+4（枚）と表されます。

8枚ずつ配ろうとすると，y枚たりない。

➡実際にあるカードの枚数は，

（配るのに必要な枚数）-（たりない枚数）

なので，8x-y（枚）と表されます。

（3）「より大きい」はその数をふくまないので，使う不

等号は「>」です。

（4）「以上」はその数をふくむので，使う不等号は「Z」

です。

（例）りんご 3個とみかん 5個の代金の合計が，
1000円以下であること

式の両辺が，それぞれどんな数量を表して

いるか考えます。

（左辺）3a=a*3→りんご 3個の代金

5b=b*5→みかん 5個の代金

3a+5bは，りんご 3個とみかん 5個の代金の合計を

表しています。「X」は「以下」を表す不等号です。

7

解き方

8

解き方

p.18-19  Step 3

（1）x　（2）-5ab　（3）-a2　（4）m n
3
-

（5）20n+30　（6） x
y

4
6

- -

（1）3*x*y　（2）-6*a*b*b　（3）2/x

（4）(x-y)/2　（5）7*a-8*b

（6）5/x+4*(y+z)

（1）9　（2）1　（3）25

（1）項 2x，-4y　xの係数 2　yの係数-4

（2）項 a
3

- ，b，-6　aの係数
3
1

- 　bの係数 1

（1）-a-3　（2） x
3
2

4- 　（3）-5x+1

（4）5x-10　（5）-4x+14　（6）6y-9

（7）-8x+30　（8）-y-13

（1） x
10
（円）　（2）

x y
2
+ 　（3）100a-b（cm）

（1）ab
2
（cm2）　（2）x2（cm2）

（1）200x+6y=1400　（2） x y
60
=

（3）2(x+y)>70

解き方

文字式の表し方

1かけ算の記号*を省いて書く。

2文字と数の積では，数を文字の前に書く。

3同じ文字の積は，指数を使って書く。

4わり算は，記号/を使わないで，分数の形で

書く。

上の1～4にしたがって考えます。

（4）
2
x y

x y 2'=
-

-] g のように，/を使って表し

たときに，かっこが必要になるものがあるので，

注意しましょう。

式の値を求めるときは，計算ミスをしないために，

かならず数を代入した式を書きましょう。

（1）4x-3=4*3-3=12-3=9

（2）-a3 =-(-1)3=-{(-1)*(-1)*(-1)} 

=-(-1)=1

（3）-x+5y=-(-5)+5*4=5+20=25

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

本文 p.17-18
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式を+，-の前で区切り，項に分けます。文字

をふくむ項で文字の前の数が係数です。

（2）
3 3
a

a
1
#=-- ，b=1*bなので，aの係数は

3
1

- ，bの係数は 1です。

（2）x
x

x
x

3
3
7 3

3
7+ - + = + - -c m

x
x
3
3 7= - + -

x
3
2

4= -

（3）-(2x-7)-(3x+6) =-2x+7-3x-6 

=-2x-3x+7-6 

=-5x+1

（4）100(0.05x-0.1) =100*0.05x-100*0.1 

=5x-10

（5） x
3

2 7
6#

-
-] g  =(2x-7)*(-2) 

=-4x+14

（6） y y4 6
3
2

4 6
2
3

' #- = -] ]g g

=6y-9

（7）4(x+3)-3(4x-6) =4x+12-12x+18 

=4x-12x+12+18 

=-8x+30

（8） y y
3
1
3 9 2 5- - +] ]g g  =y-3-2y-10 

=y-2y-3-10 

=-y-13

（1）10冊で x円なので，1冊あたりの代金は，

x
x

10
10

' = （円）と表します。単位が必要なとき

は，つけ忘れないように注意します。

（2）和の半分なので， x y
x y

2
2

'+ =
+

] g と表しま

す。

（3）単位をそろえる必要があります。

1m=100cmなので，am=100acmです。

残りの長さなので，100a-b(cm)と表します。

別解a b
100

- (m)

4

5

6

（1）（ひし形の面積）=（対角線）*（対角線）/2なの

で，a b ab
2

2
# ' = (cm2)となります。

（2）（正方形の面積）=（1辺）*（1辺）なので，

x*x=x2(cm2)となります。

（1）（代金の合計） =200*x+y*6 

=200x+6y（円）

これが 1400円なので，200x+6y=1400

（2）（時間）=（道
のり）

（速さ） なので，
x

y
60
= となります。

（3）（兄と弟の体重の和）=x+y(kg)です。これの 2倍

が父の体重 70kgよりも重いので，2(x+y)>70とな

ります。不等号の向きに注意しましょう。

7

8

本文 p.18-19
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3章 方程式

1節 方程式

p.21-22  Step 2

㋑，㋒
x に-3 を代入して，左辺と右辺の値が等

しくなるかどうかを調べます。

㋐左辺=-3+7=4　右辺=0

左辺と右辺が等しくないので，x=-3は解ではあり

ません。

㋑左辺=2*(-3)=-6　右辺=-6

左辺と右辺が等しいので，x=-3は解です。

㋒左辺=8+(-3)=5

右辺=2*(-3)+11=-6+11=5

左辺と右辺が等しいので，x=-3は解です。

（1）x=7，2 （2）x=9，1

（3）x=-5，4 （4）x=24，3

（1）x+3 -3  =10 -3

x=7

（2）x-2 +2 =7 +2

x=9

（3）9x /9 =-45 /9

x=-5

（4）x
3

*3 =8 *3

x=24

注意
（1）両辺に-3をたすと考えると，1も正解です。

（2）両辺から-2をひくと考えると，2も正解です。

（3）両辺に
9
1 をかけると考えると，3も正解です。

（4）両辺を
3
1 でわると考えると，4も正解です。

1

解き方

2

解き方

（1）x=1 （2）x=7

（3）x=-6 （4）x=4

（5）x=-9 （6）y=4

文字をふくむ項を左辺に，数の項を右辺に

集め，ax=bの形にして解きます。

（1）5x+6=11

5x=11-6

5x=5

x=1

（2）　　 2x=42-4x

2x+4x=42

6x=42

x=7

（3）   3x-8=5x+4

3x-5x=4+8

-2x=12

x=-6

（4）　 13-6x=25-9x

-6x+9x=25-13

3x=12

x=4

（5）   -7-3x=5x+65

-3x-5x=65+7

-8x=72

x=-9

（6）-4y+21=-7+3y

-4y-3y=-7-21

-7y=-28

y=4

3

解き方

6を右辺に移項する。

両辺を 5でわる。

-4xを左辺に移項する。

両辺を 6でわる。

-8を右辺に，5xを
左辺に移項する。

両辺を-2でわる。

13を右辺に，-9x
を左辺に移項する。

両辺を 3でわる。

-7を右辺に，5xを
左辺に移項する。

両辺を-8でわる。

21を右辺に，3yを
左辺に移項する。

両辺を-7でわる。

本文 p.21
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（1）x
4
1

=  （2）x=-2

（3）x
7
5

=-  （4）x=2

かっこがある方程式は，まず，分配法則を

使ってかっこをはずしてから解きます。

かっこをはずすときは，符号に注意しましょう。

（1）4(x+2)=9

4x+8=9

4x=9-8

4x=1

x
4
1=

（2）-2(x+1)+3=5

-2x-2+3=5

-2x=5+2-3

-2x=4

x=-2

（3）2x-(9x-3)=8

2x-9x+3=8

2x-9x=8-3

-7x=5

x
7
5=-

（4）-3(2x-4)=5(x-2)

-6x+12=5x-10

-6x-5x=-10-12

-11x=-22

x=2

（1）x=-15 （2）x=8

（3）x=11 （4）y=-7

分数をふくむ方程式は，両辺に分母の公倍

数をかけて，分母をはらってから解きます。

（1）
5
4
x x2 1- = +

x x
5
4

2 5 1 5# #- = +c ]m g

4x-10=5x+5

4x-5x=5+10

-x=15

x=-15

4

解き方

分配法則を使って，
かっこをはずす。

両辺を 4でわる。

分配法則を使って，
かっこをはずす。

両辺を-2でわる。

分配法則を使って，
かっこをはずす。

両辺を-7でわる。

分配法則を使って，
かっこをはずす。

両辺を-11でわる。

5

解き方

両辺に 5をかける。

（2）　　  
2
1

4
3

x x3 5- = -

x x
2
1

3 4
4
3

5 4# #- = -c cm m

2x-12=3x-20

2x-3x=-20+12

-x=-8

x=8

（3）     　
3 7

3x x5 +-
=

7
3x x

3
5
21 21# #

+-
=

(x-5)*7=(3+x)*3

7x-35=9+3x

7x-3x=9+35

4x=44

x=11

（4）     　
6 4

1y y2 1
1

+-
= -

4
1y y

6
2 1

12 1 12# #
+-

= -e o

(2y-1)*2=(y+1)*3-12

4y-2=3y+3-12

4y-3y=3-12+2

y=-7

（1）x=3 （2）x=-9

（3）x=-2 （4）x=6

（1）（2）係数や数の項に小数をふくむ方程式は，

両辺に 10（または 100など）をかけて，整数になおし

てから解きます。

（1）　　　0.7x-1.2=0.3x

(0.7x-1.2)*10=0.3x*10

7x-12=3x

7x-3x=12

4x=12

x=3

（2）　　　0.4x-1.7=1+0.7x

(0.4x-1.7)*10=(1+0.7x)*10

4x-17=10+7x

4x-7x=10+17

-3x=27

x=-9

両辺に 4を
かける。

両辺に 21を
かける。

両辺に 12を
かける。

6

解き方

両辺に 10を
かける。

両辺に 10を
かける。

本文 p.21-22
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（3）（4）各項が 10や 100などの倍数のときは，両辺を

10や100などでわって，式を簡単にしてから解きます。

（3）500(x-6)=2000x

x-6=4x

x-4x=6

-3x=6

x=-2

（4）30(x-2)+40=160

3(x-2)+4=16

3x-6+4=16

3x=16+6-4

3x=18

x=6

（1）x
3
2

=-  （2）x=-6

（3）x=-5 （4）x
7
24

=

（1）（2）両辺に 100をかけて，すべての項の係

数を整数にしてから計算します。

（3）（4）分母の最小公倍数を両辺にかけて，すべての項

の係数を整数にしてから計算します。（3）では，分数

の前の-の符号に注意しましょう。

（1）　  0.12x=0.09x-0.02

12x=9x-2

12x-9x=-2

3x=-2

x
3
2=-

（2）0.07(x-4)=0.1(x-1)

7(x-4)=10(x-1)

7x-28=10x-10

7x-10x=-10+28

-3x=18

x=-6

（3）        　
5 2
x x 3

0-
+
=

x x
5 2

3
10 0#-

+
=c m

2x - (x+3)*5=0

2x - 5x - 15=0

-3x=15

x=-5

両辺を 500でわる。

両辺を 10でわる。

7

解き方

両辺に 100をかける。

両辺に 100をかける。

両辺に 10をかける。

（4）        　
3 4 6
x

x x
6 3 1+

- =

3 4 6
x

x x
6 3

12
1

12# #
+
- =c m

(6+x)*4-9x=2x

24+4x-9x=2x

4x-9x-2x=-24

-7x=-24

x
7
24=

（1）x=2 （2）x
9
14

=

（3）x=28 （4）x=24

比例式は a：b=c：dのとき，ad=bcが成

り立つことを利用して解きます。

（1）x：3=4：6

6x=12

x=2

（2）9：2=7：x

9x=14

x
9
14=

（3）   12：
7
3

=x：1

x
7
3 12=

x
7
3

3
7 12

3
7

# #=

x=28

（4）x：(x-6)=4：3

3x=4(x-6)

3x=4x-24

-x=-24

x=24

両辺に 12を
かける。

8

解き方

本文 p.22
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2節 方程式の利用

p.24-25  Step 2

（1）180x+140(15-x)=2220

（2）なし 3個，かき 12個
（1）なしの個数は x個なので，かきの個数は

(15-x)個と表せます。なしの代金は 180x（円），か

きの代金は 140(15-x)（円）だから方程式は，

180x+140(15-x)=2220……1

（2）1の方程式を解きます。両辺を 10でわると，

18x+14(15-x)=222

18x+14*15-14*x=222

18x+210-14x=222

18x-14x=222-210

4x=12

x=3

なしの個数は 3個なので，かきの個数は，

（かきの個数）=15-3=12（個）

なし 3個とかき 12個の代金の合計は，

180*3+140*12=2220（円）だから，x=3 は問題に

あっています。

注意方程式の解が，問題にあっているかどうかを

調べましょう。

（1）3本 3x+9（本），5本 5x-5（本）
（2）3x+9=5x-5

（3）7人
（1）過不足に注意し，鉛筆の本数を 2通りの

式に表します。

（3）方程式 3x+9=5x-5を解きます。

3x+9=5x-5

3x-5x=-5-9

-2x=-14

x=7

生徒の人数は 7人なので，鉛筆の本数は，3本ずつ分

けると 9本余るので，

（鉛筆の本数）=3*7+9=30（本）

また，5本ずつ分けると，5本たりないので，

（鉛筆の本数）=5*7-5=30（本）

だから，x=7は問題にあっています。

1

解き方

2

解き方

（1）歩き x
4
（時間），自転車 x

20
（時間）

（2）x x
4 20 60

18
= +  （3）

2
3

km

（1）（時間）=（道
のり）

（速さ） です。時速 4km で歩

いて行くときにかかる時間は x
4
時間，時速 20kmの

自転車で行くときにかかる時間は x
20
時間です。

（2）方程式をつくるときには，単位をそろえることが

必要です。18分=
60
18 時間です。

歩いて行くと，自転車で行くよりも 18分多くかかる

ことから方程式をつくります。

（3）方程式 x x
4 20 60

18
= + の両辺に 60をかけて，

15x=3x+18

15x-3x=18

12x=18

x
2
3=

この解は問題にあっています。

（1）6x+8=7(x-1)+3

（2）箱 12箱，ドーナツ 80個
（1）ドーナツの個数を 2通りの式に表します。

6個ずつつめると 8個余るので，6x+8（個），7個ず

つつめると 7個はいった箱は (x-1)箱できるので，

7(x-1)+3（個）となります。

（2）方程式 6x+8=7(x-1)+3を解きます。

6x+8=7*x-7*1+3

6x+8=7x-7+3

x=12

この解は問題にあっています。

参考（ドーナツの個数）=6*12+8=80（個）

（ドーナツの個数）=7*(12-1)+3=80（個）

3年前
今から x年後に 4倍になるとします。

43+x=4(13+x)

43+x=52+4x

x-4x=52-43

x=-3

この解は問題にあっています。

3

解き方

4

解き方

5

解き方

本文 p.24-25
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注意後を「+」としているので，-3 は「3年前」を

表します。

40km

A市から B市までの道のりを xkmとすると，

B市から C市までの道のりは，(100-x)kmです。

時速 40kmで行くときにかかる時間は x
40
時間，時

速 30kmで行くときにかかる時間は x
30

100- 時間で，

全体で 3時間かかったことから方程式をつくります。

方程式
40 30
x x100

3+
-

= の両辺に 120をかけて，

3x+4(100-x)=360

3x+400-4x=360

-x=-40

x=40

この解は問題にあっています。

（1）130x=80(5+x)

（2）8分後
（1）追いつくということは 2人の進んだ道の

りが等しくなるということです。

妹が家を出発してから x分後に姉に追いつくとする

と，妹の走った時間は x分，姉の進んだ時間は

(5+x)分なので，妹の走った道のりは 130xm，姉の

進んだ道のりは 80(5+x)mとなります。

（2）方程式 130x=80(5+x)を解きます。両辺を 10で

わると，

13x=8(5+x)

13x=8*5+8*x

13x=40+8x

x=8

この解は問題にあっています。

96g

砂糖を xg混ぜるとして，（いちごの重さ）：

（砂糖の重さ）で比例式をつくります。

75：20=360：x

75x=20*360

x=96

この解は問題にあっています。

6

解き方

7

解き方

8

解き方

p.26-27  Step 3

（1）x
2
1

= 　（2）x=-10　（3）x=6　（4）x=-8

（5）x=-4　（6）x=0　（7）x
4
9

= 　（8）x=-19

（9）x=50　（10）x=1　（11）x=-8　（12）x=90

（1）x=16　（2）x=15

7

240円
30mL

（1）320(x-15)=80x　（2）午前 10時 20分
人数 32人　費用 20000円
Aの個数 9個　Bの個数 6個

解き方

一次方程式を解く手順

1かっこをはずしたり，分母をはらったりする。

2文字の項を一方の辺に，数の項を他方の辺に移

項して集める。

3ax=bの形にする。

4両辺を xの係数 aでわる。

比例式では，外側の項の積と内側の項の積は等し

いです。

a：b=c：dならば，ad=bc

（1）4：7=x：28

7x=112

x=16

（2）x：(x-3)=5：4

4x=5(x-3)

4x=5x-15

-x=-15

x=15

方程式の解が-3なので，方程式の xに-3を代

入して，□を yとし，yの値を求めます。

9*(-3)+y=1+7*(-3)

-27+y=1-21

y=1-21+27

y=7

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

本文 p.25-26
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2人が出しあった金額を x円とします。プレゼン

トを買ったあとの姉の所持金は，1170-x（円），

妹の所持金は，550-x（円）です。

姉の所持金は，妹の所持金の 3倍になることから，

方程式をつくります。

1170-x=3(550-x)

1170-x=1650-3x

-x+3x=1650-1170

2x=480

x=240

x=240は問題にあっています。方程式の解が，

問題にあっているかどうかを調べましょう。

コーヒーと牛乳を，それぞれ xmLずつ増やすと

します。コーヒーは 120+x(mL)に，牛乳は

30+x(mL)に増えることから，方程式をつくりま

す。方程式は，比例式の性質を使って解きます。

(120+x)：(30+x)=5：2

2(120+x)=5(30+x)

240+2x=150+5x

-3x=-90

x=30

x=30は問題にあっています。

（1）追いつくということは 2人の進んだ道のりが等

しくなるということです。

兄が家を出発してから x分後に弟が兄に追いつく

とすると，兄が歩いた時間は x分，弟が自転車に

乗って追いかけた時間は (x-15)分なので，兄の

歩いた道のりは 80xm，弟の進んだ道のりは

320(x-15)mとなります。

（2）方程式 320(x-15)=80xを解きます。両辺を

80でわると，

4(x-15)=x

4x-60=x

3x=60

x=20

x=20は問題にあっています。

参考かっこをはずす前に，両辺を 80でわると，そ

のあとの計算が楽になります。

4

5

6

過不足に注意し，クラス会の費用を 2通りの式に

表します。

クラスの生徒の人数を x人とします。

クラスの費用は，1人 500円ずつ集めると 4000円

不足するので，500x+4000（円），1人 700円ずつ

集めると 2400円余るので，700x-2400（円）とな

ります。

方程式 500x+4000=700x-2400を解きます。

両辺を 100でわると，

5x+40=7x-24

5x-7x=-24-40

-2x=-64

x=32

x=32は問題にあっています。

参考クラス会の費用は，

500*32+4000=20000（円）

最初に買う予定であった菓子 Aの個数を x個とす

ると，菓子 Bの個数は 15-x（個）と表せます。こ

のとき，菓子 Aの代金は 80x（円），菓子 Bの代金

は 120(15-x)（円）です。

ところが，2種類の菓子の個数をとり違えて買っ

たため，菓子 B の個数が x個，菓子 A の個数が

15-x（個）となり，菓子Aの代金は 80(15-x)（円），

菓子 Bの代金は 120x（円）となります。

間違えて買ったとき，予定よりも代金が 120円高

くなったことから方程式をつくります。

80x+120(15-x)+120=80(15-x)+120x

両辺を 10でわって，

8x+12(15-x)+12=8(15-x)+12x

8x+180-12x+12=120-8x+12x

-8x=-72

x=9

x=9は問題にあっています。

これより，菓子 Bの個数は，15-9=6（個）

参考かっこをはずす前に，両辺を 10でわると，そ

のあとの計算が楽になります。40でわってもよい

です。

7

8

本文 p.26-27

校　了

20/12/18　　　　� 中ズバリ数学　啓林館 1年　解答



17

4章 変化と対応

1節 関　数  2節 比　例

p.29-31  Step 2

㋐，㋒，㋓
ともなって変わる 2つの変数 x，yがあり，

xの値を決めると，それに対応して yの値がただ 1

つに決まるとき，yは xの関数であるといいます。

㋐横の長さが 4cmなので，縦の長さが決まれば，長

方形の面積は 1つに決まります。

㋑年齢が決まっても，身長は個人個人で異なるので，
関数とはいえません。

㋒時速が 6kmなので，歩く時間が決まれば，進む道

のりは 1つに決まります。

㋓全校生徒が 450人なので，男子の人数が決まれば，

女子の人数は 1つに決まります。

（1）x<2 （2）-4<xX-1

（3）0Xx<7

変数のとる値の範囲を，変域といいます。

変域は不等号を使って表します。変域を表すときに

は，その数をふくむかどうかに注意します。

・以上，以下➡その数をふくみます。

・より大きい，より小さい，未満

➡その数をふくみません。

・ことばと不等号の対応は次の通りです。

「以上」，「以下」➡Z，X

「より大きい」，「より小さい・未満」➡>，<

（1）（順に）y=200x，〇，200

（2）（順に）y=500-80x，*

（3）（順に）y=25x，〇，25

y=axで表されるとき，yは xに比例します。

（1）（代金）=（単価）*（個数）です。

（2）（おつり）=（出した金額）-（代金の合計）です。

（3）（平行四辺形の面積）=（底辺）*（高さ）です。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

㋐ 24 ㋑ 0

y=axに，x=4，y=-8を代入して，aの

値を求めると，

-8=a*4

a=-2

よって，y=-2xになります。

y=-2xに，x=-12を代入すると，

y=-2*(-12)=24

だから，㋐は 24です。

y=-2xに，y=0を代入すると，

0=-2x，x=0

だから，㋑は 0です。

（1）㋐-35 ㋑-5 ㋒ 10 ㋓ 75

（2）y=5x

（3）-8XxX16

（2）xの値が 2倍，3倍，4倍，……になると

yの値も 2倍，3倍，4倍，……と増加するので yは

xに比例します。

x
y

5= より，y=5x

（3）現在の水位を基準 0cmとすると，水位が-40cm

であるのは，-40/5=-8より，8分前です。

また，満水までの水位が 80cm なので，80/5=16

より，16分後です。

（1）y=3x （2）y=-4x

（3）y=8x

yが xに比例するので，比例定数を aとす

ると，y=axと表すことができます。この式に，x，

yの値を代入して，aの値を求めます。

（1）12=a*4

a=3

（2）28=a*(-7)

a=-4

（3）-40=a*(-5)

a=8

4

解き方

5

解き方

6

解き方

本文 p.29-30
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A(4，5)は，原点から右へ 4，

上へ 5だけ進んだところにあ

る点を表します。

B(3，-4)は，原点から右へ 3，下へ 4だけ進んだと

ころにある点を表します。

C(-2，4)は，原点から左へ 2，上へ 4だけ進んだと

ころにある点を表します。

D(0，-3) は，原点から下へ 3 だけ進んだところに

ある点を表します。x座標が 0なので，y軸上にある

ことに注意しましょう。

E(-3，-3)は，原点から左へ 3，下へ 3だけ進んだ

ところにある点を表します。

F(-5，0)は，原点から左へ 5だけ進んだところにあ

る点を表します。y座標が 0なので，x軸上にあるこ

とに注意しましょう。

G(2，3) H(0，4) I(4，-5)

J(-4，2) K(-5，-3) L(-2，0)

各点から，x軸，y軸に垂直にひいた直線が，

軸と交わる点の目盛りを読み取ります。

点Gでは，x軸の正の方向に 2，y軸の正の方向に3だ

け動いた位置にあるから，座標は (2，3)となります。

（1）負の数 （2）y x
5
3

=-

（1）比例の式で，xの値が増加したとき，

・yの値が増加するならば，

比例定数は正で，グラフは右上がり。

・yの値が減少するならば，

比例定数は負で，グラフは右下がり。

（2）比例の式 y=axに，x=-5，y=3を代入して，a

を求めます。

3=a*(-5)より，a=
5
3-

7 y

x

5

5-5 O
F

B
D

A

E

C

-5

解き方

A(4，5)
x座標

y座標

8

解き方

9

解き方

比例の関係 y=axのグラフは，原点を通る

直線です。x座標，y座標がともに整数であるような

1点を選び，その点と原点を直線で結びます。

（1）(5，5)などと原点を結びます。

（2）(1，-4)などと原点を結びます。

（3）(5，-3)などと原点を結びます。

（4）(2，3)などと原点を結びます。

参考（1）では，原点からできるだけ離れたところに

もう 1つの点をとると，より正確なグラフがかけ

ます。

（1）㋐ （2）㋒

（3）y=-x （4）y x
3
1

=

（1）グラフから，

点 (-4，2)を通る直線

を読み取ると㋐です。
（2）y=3xなので，x=1

のとき y=3となります。

よって，y=3xのグラ

フは，原点と点 (1，3)

を通る直線で，㋒になります。
（3）点 (1，-1) を通るので，y=ax に x=1，y=-1

を代入します。

-1=a*1

a=-1

よって，求める式は y=-xとなります。

（4）点 (3，1) を通るので，y=ax に x=3，y=1 を代

入します。

1=a*3

a
3
1=

よって，求める式は y x
3
1= となります。

10 y

x

-5

5

5-5 O

142

3

解き方

11

解き方

㋐

㋒y

x

-5

5

5-5 O

(-4，2) (1，3)

本文 p.30-31
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3節 反比例  4節 比例，反比例の利用

p.33-35  Step 2

（1）（順に）y
x
48

= ，〇，48

（2）（順に）y=500-x，*

（3）（順に）y
x
10

= ，〇，10

y
x
a= で表されるとき，y は x に反比例し

ます。

（1）（底辺）*（高さ）/2=（三角形の面積）なので，

x*y/2=24

xy=48

y
x
48=

（2）（残りの量）=（もとの量）-（飲んだ量）です。

（3）（時間）=（道
のり）

（速さ） です。

（1）y
x
9

=  （2）y
x
6

=  （3）y
x
5

=-

yが xに反比例するので，比例定数を aと

すると， y
x
a= と表すことができます。この式に，

x，yの値を代入して，aの値を求めます。

（1） a3
3

- =
-

より，a=9

（2）
.
a4
1 5

= より，a=6

（3） a
6
5

6
=
-

より，a=-5

（1）y
x
48

=-  （2）y=6

（1）反比例の式 y
x
a= に x，y の値を代入し

て比例定数 aを求めます。
a12
4

- = より，a=-48

（2）y
x
48=- に，x=-8を代入して，yの値を求め

ます。

y
8
48=-
-

より，y=6

1

解き方

2

解き方

3

解き方

y
x
a= のグラフは，双曲線とよばれる曲線

になります。

（1）点 (2，6)，(3，4)，(4，3)，(6，2)をとって，x>0

の部分のグラフをかきます。

次に，点 (-2，-6)，(-3，-4)，(-4，-3)，

(-6，-2)をとって，x<0の部分のグラフをかきま

す。

（2）点 (2，-4)，(4，-2)をとって，x>0の部分の

グラフをかきます。

次に，点 (-2，4)，(-4，2)をとって，x<0の部分

のグラフをかきます。

（1）10 （2）y
x
4

=-

（1）1 のグラフは点 (2，5) を通ることから，

y
x
a= に x=2，y=5を代入して，aの値を求めると，

a5
2

= より，a=10

（2）2のグラフは点 (4，-1)を通ることから，

y
x
a= に x=4，y=-1 を代入して，a の値を求め

ると，

a1
4

- = より，a=-4

よって， y
x
4=- となります。

4 y

x

1

21

2

O

5

-5

-5

5

解き方

5

解き方
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（1）1 y x
5
3

=  2 y
x
15

=

（2）(-5，-3)

（3）m
2
5

=-

（4） y
5
6

3E E

（1）1のグラフは，比例のグラフで，

点 (5，3)を通るので，比例定数は
5
3 です。

2のグラフは反比例のグラフで，点 (5，3)を通るの

で，比例定数は 15です。

（2）点 Q から，x軸，y軸に垂直にひいた直線が，軸

と交わる点の目盛りを読み取ります。

（3）点 Rは2のグラフ上にあるので， y
x
15= に

y=-6を代入して，xの値（mの値）を求めます。

（4）y x
5
3= に x=2を代入して， y

5
6=

また，x=5のとき，y=3です。

（1）y=3x

（2）0XxX3

（3）（右の図の実線部分）

（1）（道のり）=（速さ）*（時間）なので，式は，

y=3xとなります。

（2）A地点から B地点に着くまでにかかる時間は 3時

間だから，xの変域は，0XxX3です。

（3）変域の部分を，実線で表します。

（例）針金 1mの重さをはかり，その値で，輪
になったままの針金全体の重さをわって，長
さを調べている。

針金 1mの重さを agとすると，針金 xmの

重さ ygは長さに比例するので，y=axと表すことが

できます。

6

解き方

7 y

x
O 1 2 3 4 5

1
2
3
4
5
6
7
8
9

解き方

8

解き方

（1）y x
3
5

=  （2）
3
50

cm

（1）直方体の水そうに毎分一定の割合で水を

入れていくとき，水の深さ ycmは入れた時間 x分に

比例します。

y=ax に x=3，y=5 を代入し，比例定数 a を求め

ると，a
3
5=

よって， y x
3
5= となります。

（2）y x
3
5= に，x=10を代入して，

y
3
5 10

3
50

#= = (cm)になります。

（1）y=5x （2）0XxX15

（1）（三角形の面積）=（底辺）*（高さ）/2な

ので，y=x*10/2より，y=5xとなります。

（2）点 Pは Bから Cまで進みます。

点 Pが Bにあるとき，x=0

点 Pが Cにあるとき，x=15

よって，xの変域は，0XxX15になります。

（1）式 y
x
600

= ，枚数 120枚

（2）15人
（1）（1人あたりのはる枚数）=600/ xだから，

x と y の間には， y
x
600= （または xy=600）という

関係が成り立ちます。

これに，x=5を代入して，y=120です。

（2）yは xに反比例するので，yの値を
3
1 倍にするに

は，xの値を 3倍にすればよいです。

参考 1人あたりのはる枚数は，120
3
1 40# = （枚）

y=40を y
x
600= に代入して，

x
40 600=

x=15より，15人となります。

9

解き方

10

解き方

→

A

B P

D

C

A

B
P

D

C
15cm

11

解き方
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p.36-37  Step 3

（1）xX-4　（2）-1Xx<5　（3）x>3

比例㋓　反比例㋑
（1）㋐　（2）㋒，㋓　（3）㋓
（1）A(3，-5)　B(-3，0)

（2）㋐ y x
2
1

=- 　㋑ y
x
6

=

 

（1）y=10x　（2）y
x
18

=- 　（3）y=-4

（1）y=4x　（2）y=32　（3）0XyX40

解き方

変域は不等号を使って表します。

（1）-4以下→「以下」なので，-4をふくみます。

（2）-1以上→「以上」なので，-1をふくみます。

5未満→「未満」なので，5はふくみません。

「5>xX-1」や「-1Zx<5」は誤りです。

（3）3 より大きい→「より大きい」なので，3 はふく

みません。

y=axで表されるものが比例，y
x
a= で表される

ものが反比例です。

㋐（残りの長さ）=（もとの長さ）-（使った長さ）です。
㋑（長方形の面積）=（縦）*（横）です。
㋒姉の年齢が決まっても，妹の年齢は 1つに決ま

らないので，比例でも反比例でもありません。

㋓（道のり）=（速さ）*（時間）です。
（1）比例の関係 y=axで，a<0のとき，グラフは，

原点を通る右下がりの直線になります。

（2）反比例の関係y
x
a= のグラフです。

（3）㋐～㋓の式に，x=5を代入して，y=-1にな

るものを選びます。

1

2

3

4

5 y

x
5O-5

5

-5

3 4

34

y

x
5O-5

5

-5

12

6

7

1

2

3

（1）点から，x軸，y軸に垂直にひいた直線が，軸

と交わる点の目盛りを読み取ります。

（2）yを xの式で表すには，次の手順で考えます。

❶グラフが通る点のうち，x座標，y座標がとも

に整数である点の座標を読み取る。

❷その点の x座標，y座標の値を比例のグラフな

らば y=ax，反比例のグラフならば y
x
a= の x，

yに代入して，aの値を求める。

❸ yを xの式で表す。

㋐原点を通る直線であるから，比例のグラフです。
グラフは点 (2，-1)を通るので，y=axに，

x=2，y=-1を代入して，aの値を求めます。

㋑双曲線であるから，反比例のグラフです。グラ

フは (2，3)を通るので，y
x
a= に，x=2，y=3

を代入して，aの値を求めます。

（1）y=3xなので，x=1のとき y=3です。グラフ

は原点と点 (1，3)を通る直線になります。

（2）y x
2
5=- なので，x=2のとき y=-5です。

グラフは原点と点 (2，-5)を通る直線になります。

（3）（4）反比例のグラフは，対応する x と y の値の

組を座標とする点をとり，それらをできるだけな

めらかな曲線で結びます。

（1）y=ax に，x=3，y=30 を代入して，a の値を

求めます。

（2）y
x
a= に，x=3，y=-6 を代入して，a の値

を求めます。

（3）y
x
a= に，x=-2，y=8を代入して，式を求

めると y
x
16=- です。この式に x=4を代入して，

yの値を求めます。

（1）（長方形の面積）=（縦）*（横）なので，y=4xと

表すことができます。

（2）（1）で求めた y=4xに，x=8を代入して，yの

値を求めます。

（3）点 Pは Aから Dまで進むので，もっとも小さ

い xの値は 0，もっとも大きい xの値は 10です。

これより，もっとも小さい yの値は，4*0=0，

もっとも大きい yの値は，4*10=40となります。

4

5

6

7
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5章 平面図形

1節 直線と図形  2節 移動と作図①

p.39  Step 2

（1）直線はまっすぐに限りなくのびている線

です。

（2）線分には，両端があります。

（3）半直線 DCなので，点 Cの方にのばします。

（1） 

（2）

たがいに平行でない 3つの線分で囲まれた

図形が三角形です。三角形をかくことができるのは，

・3つの辺の長さ

・2つの辺の長さとその間の角の大きさ

・1つの辺の長さとその両端の角の大きさ

がわかっているときです。

（1）作図例の手順

16cmの線分 BCをかく。

2AC=30°となる半直線をかく。

32の半直線上で，点 Cから 3cmのところに点 A

をとる。

4 点 Aと点 Bを結ぶ。

（2）作図例の手順

14cmの線分 BCをかく。

2AB=50°となる半直線をかく。

3AC=45°となる半直線をかく。

42と3の交点を Aとする。

1

A
B

C
D

3
2

1

解き方

2 A

B C
6cm

3cm

30°

A

B C
4cm

50° 45°

解き方

（1）RBOQ （2）ROBP （3）ROCR （4）ROCR

平行移動

平面上で，図形を，一定の方向に，一定の長さだけ

ずらして移します。移動前の図形と，移動後の図形

の対応する点を結んだ線分どうしは平行で，その長

さはすべて等しくなります。

回転移動

平面上で，図形を，1 つの点 O を中心として，一定

の角度だけまわして移します。

このとき，中心とした点 Oを回転の中心といいます。

対応する点は，回転の中心からの距離が等しく，対応

する点と回転の中心とを結んでできた角の大きさは

すべて等しくなります。特に，180°の回転移動を点対

称移動といいます。

対称移動

平面上で，図形を，1つの直線 lを折り目として，折

り返して移します。このとき，折り目とした直線 lを

対称の軸といいます。対応する点を結んだ線分は，対

称の軸と垂直に交わり，その交点で 2等分されます。

（1）平行移動させても，図形の向きは変わらないこと

に着目して考えます。RODRと同じ向きの三角形は，

RBOQです。答えるときには，三角形の頂点の対応

順に注意して答えます。

（2）対応する点は，回転の中心からの距離が等しいこ

とに着目して考えます。線分 ORと長さの等しい線

分は OPなので，RODR

を，点 Oを回転の中心と

して回転移動すると，線

分 ORと線分 OPが重な

ります。このとき，頂点 Dは点 Bと重なるので，

ROBPとなります。

（3）PRを折り目として折り返すと，頂点 Dは点 Cに

重なるので，ROCRとなります。

（4）RODRを，SQを対称の軸として対称移動すると，

ROAPに重なります。次に，ROAPを，点 Oを回

転の中心として回転移動

すると，線分 OPと長さ

の等しい線分は ORなの

で，線分 OPと線分 OR

が重なります。このとき，頂点 Aは点 Cと重なるの

で，ROCRとなります。

3

解き方

O

A

P

B

DS

Q

R

C

O

A

P

B

DS

Q

R

C

本文 p.39
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2節 移動と作図②

p.41  Step 2

定規とコンパスだけを使って，作図します。

作図のときに使った線は消さないようにしましょう。

頂点 Aが辺 BC上の点 Pと重なるように折るときの

折り目は，頂点 Aと点 Pを結ぶ線分 APの中点（M

とする）を通ります。また，線分 AMと線分 PMが

ぴったりと重ならなければならないので，折り目は，

線分 APに対して，垂直に交わらなければなりません。

これらのことから，頂点 Aが辺 BC上の点 Pと重な

るように折るときの折り目は，線分 AP の垂直二等

分線となります。

作図例の手順

1頂点 Aと点 Pを結ぶ。

2A，Pを中心として，同じ半径の円をそれぞれかき，

交点を Q，Rとする。

3直線 QRをひく。

（求める折り目は，直線

QRの実線部分です。）

（1） 

（2）

1 A

B C
P

解き方

M

B
P

C

A
Q

R
1

23

2

B C

P

A

B C

P

A

（1）作図例の手順

1点Pを中心として円をかき，線分ACとの交点をD，

Eとする。

22点 D，Eを中心として，同じ半径の円をそれぞれ

かき，交点の 1つを Fとする。

3直線 PFをひく。

（2）作図例の手順

1 頂点 Aを中心として円をかき，線分 BCとの交点

を D，Eとする。

22点 D，Eを中心として，同じ半径の円をそれぞれ

かき，交点の 1つを Fとする。

3半直線 AFをひく。

 

作図例の手順

1 頂点 A を中心として円をかき，辺 AB，AC との

交点をそれぞれ D，Eとする。

22点 D，E を中心として，同じ半径の円をそれぞ

れかき，交点の 1つを Pとする。

3半直線 APをひく。

解き方

B C

P

D

E

F

A

1

2

3

B D E

F

C

P

A

1

2

3

3

B C

A

解き方

B

D
E

P

C

A

1

2

3
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正三角形の 1 つの角は 60°であることから，

30°の角の作図を考えます。

まず，正三角形を作図します。

正三角形の作図例の手順

12点 O，Xを中心として，

線分 OXの長さを半径とする

円をそれぞれかき，交点の

1つを Pとする。

2 点 Oと点 Pを結ぶ。

この作図で，∠POX=60°

が作図できました。点 Xと点 Pを結ぶと，正三角形

が作図できます。

30°の角の作図例の手順

12点 X，P を中心として，同じ半径の円をそれぞ

れかき，交点の 1つを Y

とする。

2半直線 OYをひく。

正三角形の 1つの角は

60°であるから，

∠YOP=∠YOX=30°

別解 30°=90°-60°と考えます。

頂点 Oを通る線分 OXの垂線 OQを作図し，正三

角形 OYQをつくると，AXOY=30°をつくること

ができます。

4

X

Y

O
30°

解き方

XO

P
1

2

XO
30°

Y

P
1

2

O X

Y

Q

3節 円とおうぎ形

p.43  Step 2

（1）直線 n （2）90°

（1）円と直線とが 1点で交わるとき，その直

線を円の接線といいます。円 Oと 1点で交わってい

るのは，直線 nです。

（2）円の接線は，その接点を通る半径に垂直なので，

AABCは 90°です。

円の周の長さ 14Ecm，面積 49Ecm2

半径 rの円において，

（円の周の長さ）=2Er，（円の面積）=Er2

であるから，半径 rに 7を代入します。

円の周の長さ　2*E*7=14E(cm)

円の面積　E*72=49E(cm2)

（1）4Ecm （2）2Ecm2

（1）弧の長さは，

2 6
360
120 4# # #r r= (cm)

（2）面積は，

4
360
45 22# #r r= (cm2)

（1）300° （2）288°

おうぎ形の中心角は，半径の等しい円と次

のような比例式をつくって求めます。

（1）（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）

=（中心角の大きさ）：360

（2）（おうぎ形の面積）：（円の面積）

=（中心角の大きさ）：360

（1）半径 3cmの円の周の長さは 6Ecmだから，中心角

を x°とすると，

5E：6E=x：360

6E*x=5E*360

x=300

41

解き方

2

解き方

3

解き方

120°
6cm

45°

4cm

4

解き方
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（2）半径 5cmの円の面積は 25Ecm2だから，中心角を

x°とすると，

20E：25E=x：360

25E*x=20E*360

x=288

別解おうぎ形の弧の長さや面積の公式を使って求

めてもよいです。

（1） x
5 2 3

360
# #r r=

x=300

（2） x
20 5

360
2# #r r=

x=288

（1）240° （2）96Ecm2

（1）半径 8cm の円の周の長さは 16Ecm，半

径 12cmの円の周の長さは 24Ecmだから，中心角を

x°とすると，

16E：24E=x：360

24E*x=16E*360

x=240

別解おうぎ形の弧の長さの公式を使って求めても

よいです。
x

2 8 2 12
360

# # #r r=

x=240

（2）（1）より，中心角が 240°なので，おうぎ形の面積は，

12
360
240 962# #r r= (cm2)

5

解き方

p.44-45  Step 3

（1）ABPC　（2）AD=BC　ADFBC

（3）ABSBC

（1）RDOC，REFO　（2）RODE

（1）弧 4Ecm　面積 10Ecm2

（2）中心角 60°　面積 6Ecm2

（1） （2）

（1）  （2）90°

（1）10E+10（cm）　（2）
2
25
rcm2

8E+34（cm）
10Ecm2

解き方

平行を表す記号「F」，垂直を表す記号「S」を確認

しておきましょう。

（1）角の記号「A」を使って，表します。ACPB と

答えてもよいです。

（2）長方形の向かいあう辺は，長さが等しく，平行

です。

（3）長方形のとなりあう辺は，垂直に交わります。

3種類の移動について，名称と方法について確認

しておきましょう。

（2）180°の回転移動を点対称移動といいます。

（1）弧の長さは，2 5
360
144

4# #r r= (cm)

面積は， 5
360
144

102# #r r= (cm2)

（2）半径の等しい円とおうぎ形では，次のような比

例式が成り立ちます。

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）

=（中心角の大きさ）：360

1

2

3

4

BMA

P

l

O

5

A

C
P

Q

O B

6

7

8

1

2

3
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したがって，半径 6cmの円の周の長さは 12Ecm

だから，中心角を x°とすると，

2E：12E=x：360

x=60

中心角の大きさは 60°だから，おうぎ形の面積は，

6
360
60

62# #r r= (cm2)

基本の作図はよく出題されます。コンパスと定規

を使って，正しく作図ができるように練習してお

きましょう。

（1）作図例の手順

12点 A，B を中心として，同じ半径の円をそれ

ぞれかき，2つの交点をそれぞれ C，Dとする。

2直線 CDをひく。

3 直線 CDと直線 ABと

の交点を Mとする。

（2）円の接線は，接点を通る半径に垂直であること

から，点 Pを通り，半径 OPに垂直な直線を作図

します。

作図例の手順

1半直線 OPをひく。

2 点 Pを中心として円

をかき，半直線 OPとの

2つの交点を A，Bと

する。

32点 A，Bを中心とし

て，同じ半径の円をそれぞれかき，交点の 1つを

Qとする。

4直線 PQをひく。

（1）角の二等分線の基本的な作図です。

（2）APOQ=APOC+AQOC

2
1= AAOC+

2
1

ABOC

2
1= (AAOC+ABOC)

AAOC+ABOC=180°なので，

APOQ=
2
1

*180° =90°

4

BMA

C

D

P

l

A

B

Q

O

5

（1）（色をつけた部分の周の長さ）

=（半径 10cm，中心角 90°のおうぎ形の弧の長さ）

+（半径 5cm，中心角 180°のおうぎ形の弧の長さ）

+（正方形の 1辺）

なので，

2 10
360
90

2 5
360
180

10# # # #r r+ +

=10E+10(cm)

（2）（色をつけた部分の面積）

=（半径 10cm，中心角 90°のおうぎ形の面積）

-（半径 5cm，中心角 180°のおうぎ形の面積）

なので，

10
360
90

5
360
1802 2# # # #r r-

=
2
25
r (cm2)

3つの円の中心を結ぶと，1辺が 8cmの正三角形

ができます。曲線部分は半径 4cm，中心角 120°の

おうぎ形の弧になります。

このおうぎ形が 3つあるので，弧の長さの和は円

1つ分の円周に等しくなります。

2 4
360
120

3 8 3 10# # # #r + +

=8E+24+10

=8E+34(cm)

となります。結び目の分をたすのを忘れないよう

に注意しましょう。

（色をつけた部分の面積）

=（半径 9cmのおうぎ形の面積）

-（半径 6cmのおうぎ形の面積）

なので，

9
360
80

6
360
802 2# # # #r r-

=18E-8E

=10E(cm2)

6

7

120°

4cm

4cm

120°

120°

8
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6章 空間図形

1節 立体と空間図形

p.47-48  Step 2

（1）三角柱 （2）円錐
（1）右の図のような三角柱に

なります。三角柱の側面は長方形で，

底面は 2つあります。

（2）右の図のような円錐になります。

円錐の展開図では側面はおうぎ形で表さ

れ，底面は 1つです。

㋒
展開図では，どれか 1 つの面を底面として

組み立て，重なる面があるかどうかを調べます。

㋒の展開図は，組み立てると，右
の図の斜線の部分が重なってしま

い，立方体にはなりません。

（1）四角錐 （2）球
ふつうに扱われる立体の投影図では，底面

が立面図あるいは平面図（多くの場合，平面図）に表

されることが多いことに着目します。

（1）立面図が「三角形」なので，「角錐」や「円錐」などが

考えられます。平面図が「四角形」なので，この投影

図は四角錐を表しています。

（2）立面図が「円」なので，「円柱」や「球」などが考えら

れます。平面図が「円」なので，この投影図は球を表

しています。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

線分 XY より上側にある図を立面図，下側

にある図を平面図といいます。実際に見える辺は実

線 で示します。

立面図の縦の長さは，三角柱の高さ 1cmに等しくし

ます。

（1）直線 AE，DH，EF，HG

（2）直線 DC，HG，EF

（3）直線 AB，BC，CD，DA

（4）直線 BC，FG，EH，AD

（5）直線 AB，BC，CD，DA

（6）平面 DCGH

（7）平面 ABCD，BFEA，EFGH，CGHD

（1）ねじれの位置にある 2直線は，平行でな

く，交わりません。

（7）直方体では，平面 BFGCと交わる平面は，平面

BFGCに垂直です。

（1）直方体 （2）円柱
多角形や円を，その面に垂直な方向に，一

定の距離だけ平行に動かすと，その多角形や円を底

面とする角柱や円柱ができます。

4

X Y

解き方

X Y

5

解き方

6

解き方

本文 p.47-48
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（1）円柱 （2）円錐
それぞれの形に画用紙を切り抜いて，スト

ローにはり，ストローを回転させるとどうなるかを

イメージします。

（1）右の図のように円柱ができま

す。直線 lを回転の軸といいま

す。

（2）右の図のように円錐ができます。

円錐を，回転の軸をふくむ平面で切

ると，切り口は二等辺三角形に，回

転の軸に垂直な平面で切ると，切り

口は円になります。

参考円柱や円錐で側面を

えがく線分を円柱や円錐

の母線といいます。

（1）六角柱 （2）母線
多角形や円に垂直に立てた線分を，その周

にそって 1まわりさせると，その多角形や円を底面

とする角柱や円柱の側面ができます。また，線分の

一端を固定して円周上を 1まわりさせると，円錐の

側面ができます。

この 1まわりさせた線分

を，母線といいます。

7

解き方

l

l

母線

8

解き方

A

B

母線

2節 立体の体積と表面積

p.50-51  Step 2

（1）105cm3 （2）72Ecm3

（3）128cm3 （4）60Ecm3

（角柱，円柱の体積）=（底面積）*（高さ）

（角錐，円錐の体積）=
3
1

*（底面積）*（高さ）

で求めます。

（1）
2
1
6 2

2
1
6 3 7 105# # # # #+ =c m (cm3)

（2）E*32*8=72E(cm3)

（3）
3
1
8 6 1282# # = (cm3)

（4）
3
1

6 5 602# #r r= (cm3)

（順に）㋑，42Ecm3

辺 ABを回転の軸として 1回転させると，

底面の半径が 7cmで，高さが 9cm

の円錐になるので，㋐の体積は，

3
1

7 9 1472# #r r= (cm3)です。

また，辺 ACを回転の軸として

1回転させると，底面の半径が

9cmで，高さが 7cmの円錐に

なるので，㋑の体積は，

3
1

9 7 1892# #r r= (cm3)です。

これより，㋑の体積の方が㋐の体積よりも

189E-147E=42E(cm3)大きくなります。

3
125

cm3

展開図を組み立てると，

右の図のような三角錐になります。

ADSAC，ADSABだから，AD

は三角錐の高さになります。

3
1

2
1
5 5 10

3
125

# # # # = (cm3)

1

解き方

2

解き方

7cm

9cm

9cm7cm

3

解き方

A
B

C

D

10cm5cm

5cm

本文 p.48，50
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（1）底面積 6cm2 側面積 48cm2

表面積 60cm2

（2）底面積 16Ecm2 側面積 72Ecm2

表面積 104Ecm2

表面積は展開図で考えます。角柱，円柱の

表面積は，（底面積）*2+（側面積）です。

（1）底面積は，
2
1
4 3 6# # = (cm2)

側面積は，4*(3+4+5)=48(cm2)

表面積は，6*2+48=60(cm2)

（2）円柱の側面の展開図は長方形で，横の長さは底面

の円の周の長さと等しくなります。

底面積は，E*42=16E(cm2)

側面積は，9*2E*4=72E(cm2)

表面積は，16E*2+72E=104E(cm2)

（1）360cm2 （2）85Ecm2

（1）底面積は，10*10=100(cm2)

側面積は，
2
1
10 13 4 260# # # =c m (cm2)

表面積は，260+100=360(cm2)

（2）側面の展開図は半径 12cmのおうぎ形で，その弧

の長さは底面の半径 5cmの円の周の長さに等しいで

す。

側面になるおうぎ形のAB
%
は，底面の円 O' の円周に

等しいから，

2*E*5=10E(cm)

また，円 Oの円周は，2*E*12=24E(cm)

AB
%
は，円 Oの円周の

24
10
r
r です。

側面になるおうぎ形の中心角は，

360
24
10

150#
r
r
=c c

側面積は， 12
360
150

602# #r r= (cm2)

底面積は，E*52=25E(cm2)

表面積は，60E+25E=85E(cm2)

4

解き方

5

解き方

5cm

12cm O
A B

等しい
O'

別解円錐の側面の展開図のおうぎ形の中心角を x°

として，

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）

=（中心角の大きさ）：360

の比例式から中心角を求めてもよいです。

(2E*5)：(2E*12)=x：360

x=150

体積 486Ecm3，表面積 243Ecm2

表面積は球の表面積の半分に，切り口の円

の面積を加えて求めます。

半径 rの球の体積を V，表面積を Sとすると，

V=
3
4

Er3，S=4Er2

体積は，
3
4 9

2
1 4863# #r r= (cm3)

表面積は，4 9
2
1 9 2432 2# # #r r r+ = (cm2)

体積
3
1408

r cm3，表面積 208Ecm2

辺 AD を回転の軸として，この図形を 1回

転させると，右の図のよう

な立体になります。

体積は，円錐の体積と半球

の体積の和なので，

3
1

8 6
3
4

8
2
12 3# # # #r r+

3
1408

r= (cm3)

円錐の側面の展開図のおうぎ形の

中心角を x°とすると，

（おうぎ形の弧の長さ）

：（円の周の長さ）

=（中心角の大きさ）：360

の関係から次のような比例式がつくれます。

これを解いて，中心角の大きさを求めます。

(2E*8)：(2E*10)=x：360

x=288

表面積は，円錐の側面積と球の表面積の半分の和な

ので，

10
360
288

4 8
2
12 2# # # #r r+

=208E(cm2)

6

解き方

7

解き方

6cm 8cm
10cm

8cm

10cm

C

A

等しい
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p.52-53  Step 3

（1）直線 AB，HG，EF

（2）直線 AD，EH，CD，GH，DH

（3）平面 ABCD，EFGH　（4）4つ
（1）点 B，C　（2）辺 DF

（1）㋐，㋒，㋓，㋗　（2）㋓，㋕　（3）㋑，㋔
（4）㋑，㋔，㋖　（5）㋕，㋘　（6）㋓，㋘
（7）㋐，㋑，㋒，㋓，㋗
（1）108°　（2）39Ecm2

表面積 57Ecm2　体積 63Ecm3

60cm2

解き方

直線と直線，直線と平面，平面と平面の位置関係

に関する問題はよく出題されます。

（2）ねじれの位置にある直線を答えるときには，さ

きに，平行な直線，交わる直線を見つけます。

平行な直線でもなく，交わる直線でもないものが，

ねじれの位置にある直線になります。

直線 BFと直線 CGは，同じ平面上にあるので，

のばすと交わります。

（4）この立体は，平面 AEHDと平面 BFGCを底面

とする四角柱です。平面 ABCD，DHGC，EFGH，

AEFBは側面になるので，底面と垂直に交わりま

す。

展開図を組み立てると，右の図の

ようになります。

角柱の側面は長方形，角錐の側面は三角形です。

「柱」や「錐」の前に底面の図形の名前をつけると立

体の名前になります。

（4）円柱，円錐，球があてはまります。球は半円を

1回転させた回転体です。

（5）すべての角錐があてはまります。

（6）底面が三角形のときは三角柱，底面が四角形の

ときは四角錐があてはまります。

（7）動かす多角形や円を底面とする角柱や円柱がで

きます。

1

2

3

4

5

6

1

2

D F

E

A，B，C

3

円錐の展開図は，右の図の

ようになります。表面積を

求めるときは，展開図で考

えましょう。

（1）円錐の側面の展開図のお

うぎ形の中心角を x°とすると，

（おうぎ形の弧の長さ）：（円の周の長さ）

=（中心角の大きさ）：360

の関係から次のような比例式がつくれます。

これを解いて，中心角の大きさを求めます。

(2E*3)：(2E*10)=x：360

x=108

参考おうぎ形の中心角は，おうぎ形の弧の長さの

公式を使って求めることもできます。
x

2 3 2 10
360

# # #r r= ，x=108

（2）底面積は，E*32=9E(cm2)

側面積は， 10
360
108

302# #r r= (cm2)

表面積は，9E+30E=39E(cm2)

この図形を辺 ADを回転の軸として 1回転させる

と，半球と円柱を組み合わせた立体になります。

表面積は，

（球の表面積の半分）+（円柱の側面積）+（円柱の

底面積［1つ分］）

になります。球の半径は，8-5=3(cm)なので，

表面積は，

4 3
2
1
5 2 3 32 2# # # # #r r r+ +

=18E+30E+9E

=57E(cm2)

体積は，

3
4

3
2
1

3 53 2# # # #r r+

=18E+45E

=63E(cm3)

水の部分は，右の図

の三角錐の形になり

ます。この体積は，

18*18*
2
1

*10*
3
1

=540(cm3)

したがって，円柱形の容器の底面積は，

540/9=60(cm2)

4
10cm

3cm

等しい

5

6

18cm

10cm

18cm

本文 p.52-53
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7章 データの活用

1節 ヒストグラムと相対度数

2節 データにもとづく確率

p.55  Step 2

（1）2.3秒 （2）0.5秒 （3）（下の図）

（4）㋐ 3，㋑ 6，㋒ 0.10，㋓ 0.25，㋔ 0.85

（5）中央値 7.9秒，最頻値 8.25秒，
平均値 8.0秒
（1）（範囲）=（最大値）-（最小値）より，デー

タの最大値は 9.1秒，最小値は 6.8秒なので，

9.1-6.8=2.3（秒）

よって，範囲は 2.3秒です。

（2）7.0-6.5=0.5（秒）より，それぞれの区間の幅は

0.5秒になっています。

（3）それぞれの階級の度数に注意してグラフをかきます。

（4）㋐㋑記録を整理すると，6.5秒以上 7.0秒未満の階

級の度数は 3人だから，㋐は 3です。

8.0秒以上 8.5秒未満の階級の度数は 6人だから，㋑
は 6です。

㋒表より，7.0秒以上 7.5秒未満の階級の度数は 2人

だから，

.
20
2 0 10=

よって，㋒は 0.10です。

㋓表より，7.5秒以上 8.0秒未満の階級の度数は 5人

だから，

.
20
5 0 25=

よって，㋓は 0.25です。

㋔最小の階級から，8.5秒以上 9.0秒未満の階級まで

の相対度数を加えていくと，

0.15+0.1+0.25+0.3+0.05=0.85

よって，㋔は 0.85です。

1

0

1

2

3

4

5

6

（人）

6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5（秒）

解き方

参考（ある階級の相対度数）=（その階級の度数）（総度数）
（5）中央値　データの総数が奇数個のときは，大きさ

の順に並べた中央の値で，偶数個のときは，中央の 2

つの値の合計を 2でわった値となります。

ここでは，データの総数が 20 なので，10番目と 11

番目の値が中央の 2 つとなり，この 2 つの値の合計

を 2でわった値を求めます。

データを値の小さい順に並べかえると，

10番目は 7.8秒，11番目は 8.0秒だから，

（7.8+8.0）/2=7.9（秒）

最頻値　度数でもっとも大きいのは 6 であるから，

その階級値 8.25秒が最頻値です。

平均値　（データの値の合計）/（データの総数）で求

めます。ここでは，度数分布表から平均値を求める

ので，データの値は，すべてその階級の階級値であ

ると考えて，｛（階級値）*（度数）｝の合計を度数の合

計でわって求めます。

｛（階級値）*（度数）｝の合計は 159.5，度数の合計は 20

であるから，

159.5/20=7.975（秒）

よって，小数第二位を四捨五入して，小数第一位ま

で求めると，8.0秒

（1）㋐ 0.19　㋑ 0.17　㋒ 0.16　㋓ 0.16　㋔ 0.17

㋕ 0.17

（2）0.17

（1）（1の目が出た相対度数）

=（1の目が出た回数）/（投げた回数）

であるから，

㋐ 19/100=0.19 ㋑ 34/200=0.17

㋒ 49/300=0.163… → 0.16

㋓ 65/400=0.1625 → 0.16

㋔ 84/500=0.168 → 0.17

㋕ 169/1000=0.169 → 0.17

（2）さいころを投げる回数を多くすると，次第に，一

定の値に近づくと考えられるので，投げた回数のい

ちばん多い場合の相対度数を確率と考えます。

16.8　26.9　36.9　47.2　57.2　67.6　77.7

87.8　97.8　07.8　Q8.0　W8.0　E8.1　R8.3

T8.4　Y8.4　U8.8　I9.0　O9.1　P9.1

2

解き方

本文 p.55
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p.56  Step 3

（1）㋐12　㋑9　㋒0.24　㋓0.10　㋔1.00

㋕93.6　㋖77.4

（2）

（3）12.9秒　28.3秒　38.2秒　48.1秒
（4）14％

0.4

（1）*　（2）○　（3）*

解き方

（1）㋐ヒストグラムから読み取る。

㋑（ある階級の相対度数）=（その階級の度数）（総度数）

より，㋑に入る値を aとすると，

. a0 18
50

=

a=9

㋒ 12/50=0.24

㋓ 5/50=0.10

㋔ 1と表してもよいです。相対度数の総和はつね

に 1です。

㋕ 7.8*12=93.6

㋖ 8.6*9=77.4

（3）19.4-6.5=2.9（秒）

2データの総数が奇数個のときは，大きさの順に

並べた中央の値で，偶数個のときは，中央の 2つ

の値の合計を 2でわった値となります。

ここでは，データの総数が 50 なので，25番目と

26番目の値が中央の 2つとなり，この 2つの値の

合計を 2でわった値を求めます。

（8.3+8.3）/2=8.3（秒）

1

0

2

（人）

6.4 6.8 7.2 7.6 8.0 8.4 8.8 9.2 9.6（秒）

10

12

14

16

8

6

4

2

3

1

3度数でもっとも大きいのは 15 であるから，そ

の階級値 8.2秒が最頻値です。

4（データの値の合計）/（データの総数）

で求めます。

ここでは，度数分布表から平均値を求めるので，

データの値は，すべてその階級の階級値であると

考えて，｛（階級値）*（度数）｝の合計を度数の合計

でわって求めます。

｛（階級値）*（度数）｝の合計は 407.2，度数の合計は

50であるから，

407.2/50=8.144（秒）

よって，小数第二位を四捨五入して，小数第一位

まで求めると，8.1秒

（4）最小の階級から，7.2秒以上 7.6秒未満の階級

までの相対度数を加えて，百分率になおします。

(0.02+0.08+0.04)*100=14（％）

参考累積相対度数の表は次のようになります。

ビールの王冠を 1200回投げたら，480回表が出た

ので，求める確率は，

.
1200
480 0 4=

（1）表と裏の出る確率は同じであるように考えられ

るが，将棋の駒が立つ（表でも裏でもない状態）こ

ともあるので，
2
1 より小さくなります。

（2）正しくつくられたさいころでは，どの目が出る

ことも同様に
6
1 と考えられます。

（3）非常に多くの回数を投げると，表と裏の出る回

数はほぼ同じになると考えられるが，必ず同じ回

数になるとはいえません。

階級（秒） 階級値
（秒）

度数
（人）相対度数

　
6.4～ 6.8
6.8～ 7.2
7.2～ 7.6
7.6～ 8.0
8.0～ 8.4
8.4～ 8.8
8.8～ 9.2
9.2～ 9.6

6.6
7.0
7.4
7.8
8.2
8.6
9.0
9.4

1
4
2

15
12

9
5
2

0.02
0.08
0.04

0.30
0.18

0.24

0.10
0.04

1.00計 50

以上 未満

累積
相対度数

0.02
0.10
0.14

0.68
0.86

0.38

0.96
1.00

2

3

本文 p.56
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